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はじめに 2

◼ 本機関は、業務規程第126条第3項、4項の規定に基づき、2023～2032年度の連系線
の運用容量（年間・長期）を算出し、2023年3月1日に公表した。

◼ 2023年度 第3回運用容量検討会において、東北東京間連系線の熱容量の見直しを検討
したところ、熱容量限度値の向上が見込まれる結果となった。

◼ 一方、至近の電源等停止による供給力の減少や東北東京間連系線の運用容量低下が懸
念されたことから、上記運用容量検討会での検討結果を今冬の重負荷期に適用することによ
り、東北・東京エリアの需給の改善を図ることとし、東北東京間連系線（東京向）の2023
年度月間および年間運用容量を見直し、業務規程第126条第4項および5項の規定に基
づき、公表するものである。
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東北東京間連系線（東京向）
熱容量限度値の見直しについて



運用容量検討会における東北東京間連系線の熱容量見直し結果 4

◼ 東北東京間連系線（東京向）の運用容量について、2023年度冬季12月から3月の年間
運用容量における決定要因は、熱容量で決定されている。

◼ 2023年度 第3回運用容量検討会において、東北東京間連系線のケーブル部の基底温度
を見直したことで、東北東京間連系線の熱容量限度値の向上ができることを確認した。

◼ このことから、その他の制約要因や電気設備の熱容量制約を詳細について精査し、今冬の東
北東京間連系線（東京向）の運用容量の見直しについて検討を行った。

【出所】2023年度 第3回運用容量検討会資料1-1（2023年10月10日）



（参考）需給検証における2023年度冬季の電力需給見通し 5

◼ 第84回（2023年3月22日）ならびに第90回（2023年9月22日）の調整力等委員会
以降に判明した発電機作業の延長、トラブル停止等により、電力需給見通しに変化があった。

◼ 第91回調整力および需給バランス評価等委員会において、東地域の各エリアの予備力3%
以上確保できるとされているが、必要に応じて対策を講じることとしている。

【出所】第91回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料2 （2023年10月16日）
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東北東京間連系線（東京向）
2023年度冬季の運用容量の算出結果



2023年度 東北東京間連系線（東京向）運用容量（変更前、変更後） 7

【万kW】

【変更前：2023年3月1日公表】
２０２３年度 運用容量（東京向）

（ ）内の数字は、運用容量決定要因（①熱容量、②同期安定性、③電圧安定性、②周波数維持）を示す。

連系線名称 断面 12月 1月 2月 3月

東北東京間
連系線

平日

昼間 540(①) 575(①) 580(①) 520(①)

夜間 530(①) 525(①) 530(①) 500(①)

休日

昼間 540(①) 575(①) 580(①) 520(①)

夜間 530(①) 525(①) 530(①) 500(①)

【東北東京間連系線熱容量見直しを反映】（変更後：赤字）
２０２３年度 運用容量（東京向） 【万kW】

連系線名称 断面 12月 1月 2月 3月

東北東京間
連系線

平日

昼間 555(①)
【+15】

606(②)
【+31】

621(②)
【+41】

555(①)
【+35】

夜間
535(①)
【+5】

535(①)
【+10】

535(①)
【+5】

526(②)
【+26】

休日

昼間
555(①)
【+15】

606(②)
【+31】

621(②)
【+41】

555(①)
【+35】

夜間
535(①)
【+5】

535(①)
【+10】

535(①)
【+5】

526(②)
【+26】

◼ 今冬の東北東京間連系線（東京向）の運用容量見直し結果は以下のとおり。

◼ 平日昼間帯において、運用容量が 15～41万kW の増加が見込まれる。

※ 至近の電源作業停止を考慮し算出


